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■
第
50
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示

会
を
開
催

1　

東
京
会
場
―
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
）

9
月
21
日
（
水
）、
第
50
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品

普
及
推
進
展
示
会
が
東
京
中
央
木
材
市
場（
株
）

（
飯
島
義
雄
社
長
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

展
示
会
に
は
、
10
社
か
ら
50
㎥
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
柱
材
、
造
作
材
等
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
が
出

品
さ
れ
た
。
飯
島
社
長
は
挨
拶
の
中
で
、
来
年

か
ら
営
業
を
開
始
す
る
千
葉
県
冨
里
市
の
市
場

で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
構
造
材
や
羽
柄
材
を

使
っ
た
建
物
も
建
設
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
木
材
流
通
に
携
わ
る
者
と
し
て
木
材
製
品

の
品
質
を
消
費
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
大
切
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
活
発
な
競
り

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
当
日
は
、
健
康
、
安
全
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
木
霊
祭
と
農
林
特
市
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
買
い
方
様
が
訪
れ
活
況
を

呈
し
た
。

前
日
9
月
20
日
（
火
）
に
行
わ
れ
た
審
査
会

で
は
、
信
田
聡
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結

果
、
多
く
の
出
品
が
高
い
評
価
を
得
た
。

2　

丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
北
浜
市
場

10
月
13
日（
木
）に
は
、丸
宇
木
材
市
売（
株
）

北
浜
市
場
（
青
木
豊
実
社
長
、
埼
玉
県
）
に
お

い
て
第
50
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会

が
開
催
さ
れ
た
。
展
示
会
に
は
、
10
社
か
ら
52

㎥
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
柱
材
、
造
作
材
等
の
Ｊ

Ａ
Ｓ
製
材
品
が
出
品
さ
れ
、
活
発
な
競
り
が
行

わ
れ
た
。

前
日
の
9
月
12
日
（
水
）
の
審
査
会
で
は
、

信
田
聡
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員

に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
多
く

の
出
品
が
高
い
評
価
を
得
た
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
・
審
査
会
の
開
催
に
御
協
力

い
た
だ
い
た
、
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
）、

丸
宇
木
材
市
売
（
株
）
の
皆
様
、
並
び
に
各
会

場
で
の
審
査
会
に
御
出
席
い
た
だ
い
た
審
査
委

員
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
農
林
水
産
省
消
費
安

全
技
術
セ
ン
タ
ー
、
全
木
研
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
検
査
員

を
始
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

■
第
67
回
全
国
優
良
木
材
展
示

会
開
催
（
東
京
木
材
市
場
（
株
））

　

影
山
木
材
（
株
）
に
東
京
都
知
事
賞

東
京
都
木
材
団
体
連
合
会（
庄
司
良
雄
会
長
）

と
東
京
木
材
市
場
協
会
（
市
川
英
治
会
長
）
は

10
月
6
日
（
木
）
に
、東
京
木
材
市
場
（
株
）（
市

川
英
治
社
長
）
に
お
い
て
全
国
優
良
木
材
展
示

会
を
開
催
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
庄
司
良
雄
都
木
連
会
長
は

挨
拶
の
中
で
、
関
係
者
へ
の
感
謝
と
共
に
昭
和

31
年
に
全
優
展
を
開
始
し
た
趣
旨
や
意
義
を
紹

介
し
、
最
近
の
木
材
需
給
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
も
踏
ま
え
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
へ
の
協

力
や
植
え
て
育
て
て
製
品
を
作
っ
て
ま
た
育
て

る
と
い
う
取
組
へ
の
支
援
を
呼
び
掛
け
る
と
と

も
に
、
展
示
会
に
集
ま
っ
た
優
良
材
の
盛
大
な

買
上
げ
を
要
請
し
た
。

前
日
10
月
5
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
審
査
会

に
お
い
て
は
、
東
京
都
木
材
団
体
連
合
会
の
岩

「審査・計測の様子（東京中央木材市場（株））」

「ＪＡＳ展示即売会の様子（東京中央木材市場（株））」

「ＪＡＳ展示即売会の様子（丸宇木材市売（株））」

「審査・計測の様子（丸宇木材市売（株））」
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間
浩
一
事
務
局
長
の
指
導
に
よ
り
13
社
１
３
６

㎥
の
製
材
品
に
つ
い
て
、「
寸
法
、
技
術
、
表

示
・
結
束
、
乾
燥
、
出
荷
実
績
」
等
の
項
目
の

厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
特
に
品
質
に
優
れ
、

製
材
技
術
が
高
い
製
品
が
選
ば
れ
た
。
審
査
結

果
は
以
下
の
と
お
り
。

■
令
和
4
年
度
Ｃ
Ｗ
法
木
材
関

連
事
業
者
登
録
の
推
進
セ
ミ
ナ 

ー
・
個
別
相
談
会
を
開
催

10
月
14
日
、
全
市
連
、
全
買
連
、
全
木
連
は

共
催
に
よ
り
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
及
び
登
録
制

度
の
周
知
、
登
録
促
進
や
合
法
性
証
明
に
必
要

な
情
報
提
供
を
行
う
「
木
材
関
連
事
業
者
登
録

の
推
進
セ
ミ
ナ
ー
・
個
別
相
談
会
」
を
林
友
ビ

ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
25
名

が
参
加
し
た
。
林
野
庁
木
材
利
用
課
氏
橋
亮
介

課
長
補
佐
の
「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
）
の
概
要
と
意
義
に
つ
い
て
」、
全
木
連

加
藤
正
彦
企
画
部
長
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
合
法
木
材
供
給
制
度
と
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

法
」、
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
伊
巻

和
貴
主
席
研
究
員
の
「
第
二
種
木
材
関
連
事
業

者
の
登
録
申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
」
の
講
義

が
行
わ
れ
、
受
講
者
は
熱
心
に
受
講
し
た
。

が
表
彰
さ
れ
た
。
表
彰
式
後
の
セ
リ
は
、
多
く

の
買
方
様
が
集
ま
り
活
況
を
呈
し
た
。

①
都
知
事
賞
：
影
山
木
材
（
株
）（
静
岡
県
）

②
都
産
業
労
働
局
長
賞
：（
株
）
ウ
ッ
デ
ィ

コ
イ
ケ
、（
株
）
佐
川
産
業
、
協
和
木
材

（
株
）、（
株
）
野
上
製
材
所
、
二
宮
木
材

（
株
）

③
都
木
連
会
長
賞
：
東
北
木
材
（
株
）、（
有
）

東
部
産
業
、（
株
）
沓
澤
製
材
所
、（
有
）

関
野
材
木
店
、（
株
）
佐
川
林
業

表
彰
式
で
は
、
東
京
都
知
事
賞
な
ど
の
各
賞

を
受
賞
者
に
贈
呈
し
、
来
賓
の
東
京
都
産
業
労

働
局
廣
瀬
光
一
郎
森
林
産
業
課
長
、
全
木
連
田

口
護
常
務
、
都
買
連
青
木
陽
一
郎
副
理
事
長
の

御
挨
拶
を
頂
い
た
。
市
川
社
長
は
挨
拶
で
、
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
大
谷
選
手
の
取
組

み
姿
勢
に
触
れ
、
業
界
は
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
の
中
に
あ
る
が
、
我
々
も
め
げ
る
こ
と
な
く

頑
張
っ
て
い
き
た
い
、
長
い
歴
史
の
本
展
示
会

は
継
続
は
力
な
り
を
示
す
も
の
、
全
国
か
ら
集

め
た
優
良
木
材
の
全
量
の
お
買
い
上
げ
を
お
願

い
す
る
と
述
べ
、
活
発
な
セ
リ
が
行
わ
れ
た
。

■
第
62
回
千
葉
県
優
良
木
材
展

示
会
開
催

千
葉
県
森
連
、（
一
社
）
千
葉
県
木
材
振
興

協
会
、
千
葉
県
木
材
市
場
（
協
）、
ち
ば
の
木

認
証
セ
ン
タ
ー
は
、
10
月
20
日
（
木
）、
千
葉

県
木
材
市
場
（
協
）（
小
池
正
男
理
事
長
）
に

お
い
て
千
葉
県
優
良
木
材
展
示
会
を
開
催
し

た
。事

前
の
審
査
会
で
は
、
素
材
の
部
24
点
、
製

材
品
の
部
11
点
及
び
間
伐
材
の
部
2
点
の
審
査

が
行
わ
れ
、
表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
林
野
庁

長
官
賞
に
は
素
材
の
部　

平
野
林
業
（
株
）：

ス
ギ
（
84
㎝
×
5
ｍ
）
と
製
材
品
の
部　
（
有
）

勝
又
木
材
：
ス
ギ（
6
㎝
×
13
・
5
㎝
×
4
ｍ
）

「式典の様子」

「式典の様子」

「セミナーの様子」

「式典の様子」

「審査の様子」
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及
び
令
和
4
年
度
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る

安
定
供
給
体
制
強
化
事
業
に
お
い
て
取
り
組
む

川
上
対
策
（
丸
太
供
給
体
制
構
築
）、
川
中
対

策
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
県
産
材
流
通
・
加
工

体
制
構
築
）、
川
下
対
策
（
需
要
者
側
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
）
の
進
め
方
等
が
議
論
さ
れ
た
。
こ

の
他
、林
野
庁
か
ら
最
近
の
木
材
需
給
の
状
況
、

徳
島
県
か
ら
建
築
物
省
エ
ネ
法
と
建
築
基
準
法

の
改
正
等
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

〇
鳥
取
県
産
材
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
4
年
10
月
3
日
（
月
）、
鳥
取
市
白
兎

会
館
に
お
い
て
、
鳥
取
県
産
材
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
令
和
4
年
度
第
1
回
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
、
事
務
局
を
務
め
る
鳥
取
県
森
連

を
は
じ
め
、
林
業
、
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
等
の

加
工
、
住
宅
、
木
材
市
場
等
の
流
通
、
運
輸
、

素
材
生
産
、
バ
イ
オ
マ
ス
等
に
携
わ
る
協
会
・

団
体
・
企
業
及
び
鳥
取
県
、
研
究
機
関
、
林
野

庁
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
37
名
が
参
加
し
た
。

会
義
で
は
、
令
和
4
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
運

■
徳
島
県
と
鳥
取
県
で
Ｓ
Ｃ
Ｍ

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

令
和
4
年
度
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る
安
定

供
給
体
制
強
化
促
進
事
業
に
よ
る
取
組
が
各
地

で
進
ん
で
い
る
。

〇
徳
島
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
4
年
8
月
29
日
（
月
）、
徳
島
市
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
徳
島
県
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
令
和
4
年
度
第
1
回
情
報
交
換
会
が
開

催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
、
事
務
局
を
務
め
る
徳
島
県
木
協

連
を
は
じ
め
、
製
材
・
プ
レ
カ
ッ
ト
・
合
板
等

の
加
工
、
住
宅
、
木
材
市
場
等
の
流
通
、
素
材

生
産
、
森
づ
く
り
等
に
携
わ
る
協
会
・
団
体
・

企
業
及
び
徳
島
大
学
、
徳
島
県
、
林
野
庁
な
ど

幅
広
い
分
野
か
ら
27
名
が
参
加
し
た
。

会
義
で
は
、
令
和
4
年
3
月
に
作
成
し
た
徳

島
県
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
基
本
構
想
・
計
画
に

示
し
た
川
上
、
川
中
、
川
下
に
お
け
る
課
題
、

営
計
画
に
つ
い
て
、
運
営
方
針
と
専
門
部
会
の

設
置
が
決
定
し
た
。
専
門
部
会
は
、
流
通
情
報

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
開
発
や
需

給
情
報
等
を
基
に
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
を
行
う
シ
ス
テ
ム
部

会
、
県
産
材
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
・
技
術
の
抽
出
と
提
案
、
県
産
材
製
品
の

供
給
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
設
計
・
建
築
部

会
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ

ら
の
専
門
部
会
の
取
組
を
進
め
る
た
め
、
令
和

4
年
度
シ
ス
テ
ム
部
会
運
営
計
画
と
令
和
4
年

度
設
計
・
建
築
部
会
運
営
計
画
の
具
体
的
な
内

容
が
議
論
さ
れ
た
。

■
農
林
漁
業
信
用
基
金
が
東
京

木
材
市
場
と
東
京
銘
木
（
協
）

で
研
修

10
月
14
日
、
東
京
木
材
市
場
（
株
）
と
東
京

銘
木
協
同
組
合
は
、
農
林
漁
業
信
用
基
金
の
若

手
職
員
の
研
修
を
行
っ
た
。
東
京
木
材
市
場
で

は
、
市
川
英
治
社
長
か
ら
「
木
材
を
利
用
す
る

こ
と
が
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
有
効
と
考
え

ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た
。
本
日
は
木
材
を

手
で
触
っ
て
い
た
だ
き
、
是
非
そ
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
菊
地
實

統
括
部
長
か
ら
、
最
近
の
木
材
市
況
と
木
材
流

通
の
状
況
、
江
戸
時
代
か
ら
の
東
京
の
木
材
取

引
の
歴
史
、
木
材
市
場
の
役
割
、
複
式
市
場
や

木
材
セ
ン
タ
ー
の
取
引
の
形
態
な
ど
に
つ
い

て
、
写
真
や
絵
を
用
い
た
資
料
に
よ
り
詳
し
い

説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
木
場
相
原
の
土
橋

善
裕
氏
か
ら
、林
場
で
製
材
品
の
種
類
や
用
途
、

樹
種
、
等
級
と
品
質
、
寸
法
、
価
格
、
木
取
り

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
を
交
え
た
親

し
み
や
す
い
解
説
が
あ
り
、
研
修
生
は
製
材
を

手
で
触
り
肌
で
感
じ
な
が
ら
違
い
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
東
京
銘
木
（
協
）
の
酒
井
彰
事
務
局

長
か
ら
、
東
京
銘
木
協
の
沿
革
、
銘
木
と
は
何

か
、
外
材
も
含
め
た
取
扱
商
品
と
用
途
、
樹
種

と
産
地
、
価
格
、
最
近
の
市
況
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

「徳島フォーラムの様子」

「鳥取フォーラムの様子」

「研修の様子」「研修の様子」
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（
32
・
4
％
）、
木
材
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
等
の
50

千
㎥
（
4
・
3
％
）
で
あ
る
。

2　

木
材
供
給
の
概
要

（
1
）
総
供
給

令
和
3
年
（
２
０
２
１
年
）
に
お
け
る
木
材

の
総
供
給
量
は
、
８
２
、１
３
２
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
7
、６
９
３
千
㎥
（
10
・
3
％
）
増
加

し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
６
７
、１
４
２

千
㎥
で
前
年
に
比
べ
5
、７
５
０
千
㎥
（
9
・

4
％
）
の
増
加
、
し
い
た
け
原
木
が
２
４
６
千

㎥
で
前
年
に
比
べ
4
千
㎥
（
1
・
7
％
）
の
増

加
、
燃
料
材
が
１
４
、７
４
４
千
㎥
で
前
年
に

比
べ
1
、９
３
９
千
㎥
（
15
・
1
％
）
の
増
加

で
あ
る
。

（
2
）
国
内
生
産

国
内
生
産
量
は
、
３
３
、７
２
３
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
2
、５
７
４
千
㎥
（
8
・
3
％
）
増

加
し
た
。
こ
の
中
で
、
前
年
に
比
べ
て
増
加
量

が
大
き
か
っ
た
も
の
は
、
丸
太
（
用
材
）
の

2
、０
９
２
千
㎥
（
9
・
6
％
）
で
あ
る
。

（
3
）
輸
入

輸
入
量
は
、
４
８
、４
０
９
千
㎥
で
前
年
に

比
べ
5
、１
１
９
千
㎥（
11
・
8
％
）増
加
し
た
。

こ
の
中
で
、
前
年
に
比
べ
て
増
加
量
が
大
き

か
っ
た
も
の
は
、
木
材
チ
ッ
プ
等
の
2
、５
３

８
千
㎥
（
15
・
2
％
）、
燃
料
材
の
1
、５
１
６

千
㎥
（
39
・
1
％
）
で
あ
る
。
一
方
で
、
製
材

品
等
は
前
年
に
比
べ
２
１
８
千
㎥（
2
・
2
％
）

減
少
、
木
材
パ
ル
プ
も
１
９
９
千
㎥
（
4
・

0
％
）
減
少
し
た
。

3　

木
材
自
給
率

建
築
用
材
等
の
自
給
率
は
、
製
材
用
材
の
国

内
生
産
が
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、

48
・
0
％
で
前
年
に
比
べ
0
・
8
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
が
、
非
建
築
用
材
等
の
自
給
率
は
、
パ

ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
材
及
び
燃
料
材
で
の
輸
入
が

大
き
く
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
35
・
5
％

で
前
年
に
比
べ
2
・
0
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
総

数
で
の
自
給
率
は
41
・
1
％
で
前
年
に
比
べ

0
・
7
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

■
林
野
庁
人
事
異
動
（
抄
）

10
月
1
日
付
等　

順
不
同　

敬
称
略

○
（
退
職
）
←
橋
本
裕
治
（
四
国
森
林
管
理
局

長
）
←
遠
藤
順
也
（（
独
）
水
資
源
機
構
首
席

審
議
役
）

■
木
ア
ド
講
習
会
参
加
者
募
集

本
年
度
は
木
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習
会

（
日
本
建
築
士
会
連
合
会
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
プ
ロ
グ

ラ
ム
予
定
）
を
令
和
元
年
度
の
開
催
以
来
3
年

ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
は
東
京
会
場
が
40
名

程
度
、
大
阪
会
場
が
40
名
程
度
で
、
日
程
は
以

下
の
通
り
で
す
。

（
東
京
会
場
）
令
和
5
年
2
月
17
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
18
日
（
土
）　

9
：

00
～
15
：
40　
（
於
）
林
野
会
館
（
東
京
都
文

京
区
大
塚
3
―

28
―

7
）

（
大
阪
会
場
）
令
和
4
年
2
月
24
日
（
金
）

9
：
30
～
17
：
20
、
2
月
25
日
（
土
）　

9
：

00
～
15
：
40　
（
於
）
大
阪
木
材
仲
買
会
館
（
大

阪
市
西
区
南
堀
江
4
丁
目
18
番
10
号
）

受
講
料
は
、
２
５
、０
０
０
円
（
受
講
料
、

テ
キ
ス
ト
代
等
を
含
む
）　
〈
問
合
先
〉
全
日
本

木
材
市
場
連
盟　

文
京
区
後
楽
1
―

7
―

12　

林
友
ビ
ル　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
―

３
８
１
８
―

２
９

０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ 
０
３
―

３
８
１
８
―

２
９
０
７　

申
し
込
み
受
付
は
12
月
1
日
以
降
。

訪
日
外
国
人
観
光
客
が
戻
っ
て
き

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
は
年
間
３
０

０
０
万
人
を
超
え
る
人
が
海
外
か
ら

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
年
間

4
兆
円
も
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
が

あ
っ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
経
済
効

果
へ
期
待
は
大
き
い
。
訪
日
外
国
人

誘
致
の
取
組
の
歴
史
は
長
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
設
立

は
明
治
45
年
に
遡
る
。
当
時
の
訪
日
外
国
人
は

年
間
約
2
万
人
と
い
わ
れ
る
。
当
時
の
観
光
客

誘
致
の
目
的
は
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
よ
る

国
内
で
の
消
費
も
あ
る
が
、
国
内
製
品
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
輸
出
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う

狙
い
も
大
き
か
っ
た
。
○
最
近
は
海
外
か
ら
の

観
光
客
に
日
本
食
、
特
に
日
本
人
が
普
段
食
べ

て
い
る
食
事
に
人
気
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

前
は
居
酒
屋
や
昭
和
の
雰
囲
気
が
残
る
横
丁
を

訪
れ
る
外
国
人
が
増
え
て
い
た
。
居
酒
屋
は
日

本
人
の
普
段
の
生
活
習
慣
を
体
験
で
き
る
と
こ

ろ
が
魅
力
だ
と
い
う
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ
を
旅

す
る
醍
醐
味
で
あ
る
。
い
わ
れ
て
み
れ
ば
飲
み

放
題
な
ん
て
日
本
以
外
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
早
く
元
の
生
活
に

戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
○
日
本
の

家
屋
の
美
し
さ
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
京
都
の

町
屋
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
旅
館
は
訪
日
観
光
客

に
人
気
で
あ
る
。
日
本
に
滞
在
し
て
中
国
に

帰
っ
て
か
ら
和
室
の
あ
る
ホ
テ
ル
を
建
て
た
経

営
者
も
い
る
。
○
最
近
は
日
本
で
新
た
な
技
術

や
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
大
型
の
木
造
建
築
が
建
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
木
造

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
学
校
、
店
舗
な
ど
を
見
る

と
新
た
な
和
風
建
築
の
姿
が
で
き
つ
つ
あ
る
と

感
じ
る
。
新
し
い
日
本
の
木
造
建
築
が
訪
日
観

光
客
を
通
じ
て
海
外
に
広
ま
り
、
木
材
製
品
の

輸
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

雑 記 帳

■
「
令
和
3
年
木
材
需
給
表
」

の
公
表

～
国
産
材
の
供
給
量
は
12
年
連
続
で
増
加
し
、

木
材
自
給
率
は
41
・
1
％
～

林
野
庁
は
、
9
月
30
日
、
令
和
3
年
（
２
０

２
１
年
）
の
我
が
国
の
木
材
需
給
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
集
約
・
整
理
し
た
「
令
和
3
年
木
材

需
給
表
」
を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
概
要

以
下
の
と
お
り
。
な
お
、
需
要
・
供
給
量
は
丸

太
換
算
で
表
示
。

1　

木
材
需
要
の
概
要

（
1
）
総
需
要

令
和
3
年
（
２
０
２
１
年
）
に
お
け
る
木
材

の
総
需
要
量
は
、
８
２
、１
３
２
千
㎥
で
前
年

に
比
べ
7
、６
９
３
千
㎥
（
10
・
3
％
）
増
加

し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
用
材
が
６
７
、１
４
２

千
㎥
で
前
年
に
比
べ
5
、７
５
０
千
㎥
（
9
・

4
％
）
の
増
加
、
し
い
た
け
原
木
が
２
４
６
千

㎥
で
前
年
に
比
べ
4
千
㎥
（
1
・
7
％
）
の
増

加
、
燃
料
材
が
１
４
、７
４
４
千
㎥
で
前
年
に

比
べ
1
、９
３
９
千
㎥
（
15
・
1
％
）
の
増
加

で
あ
る
。

（
2
）
国
内
消
費

国
内
消
費
量
は
、
７
８
、８
８
１
千
㎥
で
前

年
に
比
べ
7
、４
５
１
千
㎥
（
10
・
4
％
）
増

加
し
た
。
こ
の
中
で
、
前
年
に
比
べ
て
増
加
量

が
大
き
か
っ
た
も
の
は
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用

材
の
2
、６
２
９
千
㎥
（
10
・
6
％
）、
燃
料
材

の
1
、９
４
０
千
㎥
（
15
・
2
％
）
で
あ
る
。

（
3
）
輸
出

輸
出
量
は
、
3
、２
５
１
千
㎥
で
前
年
に
比

べ
２
４
２
千
㎥
（
8
・
0
％
）
増
加
し
た
。
こ

の
中
で
、
前
年
に
比
べ
て
増
加
し
た
も
の
は
、

丸
太
の
75
千
㎥
（
5
・
4
％
）、
製
材
品
等
の

60
千
㎥
（
21
・
8
％
）、
合
板
等
の
58
千
㎥


